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□ごあいさつ

プレミアムキッチン株式会社はニッポンハムグループの中
で、皆様の生活に欠かせないコンビニエンスストアに商品を
供給させていただく事を目的に２０１４年に関西工場(兵庫
県小野市)にて稼働をスタートしました。
翌年には中部工場(三重県桑名市)もスタートしております。

現在は、サンドイッチ、おにぎり、お弁当、惣菜、サラダ、
さらにシュークリーム、ケーキといったスイーツまで幅広
く、楽しく製造しております。

プレミアムキッチン株式会社は、まだ歴史は浅いですが、若
い人や女性も力を発揮できる活発な職場で、「明るく・楽し
く・元気よく」をモットーに今後も、安全・安心でおいしさ
に感動していただける商品を作り続けます。

常に変化し続ける社会環境の中で当社は、コンビニエンスス
トアを通し、「食べる喜び」をお届けし、お客様の笑顔を思
い浮かべながら、従業員にも笑顔のあふれる職場作りに邁進
して参ります｡

代表取締役 勝村　稔
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＜環境保全への行動指針＞

１ ．商品・サービスへの環境配慮

・環境に配慮した商品の開発とサービスに努めます。

２ ．地球環境の保全（環境パフォーマンスの向上）

・省エネ活動を推進し、二酸化炭素排出量の削減、水使用量の削減に取り組みます。

・廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制、減量化を推進すると共に、食品リサイクル率の

　維持向上に取り組みます。

・洗浄剤、殺菌剤等の化学物質を含む薬剤の削減と適正管理に取り組みます。

３ ．法令の遵守

・関連する法令や当社が約束したことを遵守するとともに、必要に応じて自主基準を定め

　環境保全水準の向上に努めます。

４ ．社会との連携

・地域社会などのステークホルダーとのコミュニケーションを図りながら、社会の一員と

して、地域とともに環境活動に積極的に取り組みます。

５ ．公表・周知

・環境経営方針は、全従業員に周知するとともに、広く社外にも公開し、継続的改善を

行います。

　プレミアムキッチンは、自然の恵みに感謝し、持続可能な社会の実現に向けて、環境と調
和のとれた企業活動を自主的、積極的に推進します。環境活動を進めていくための仕組み
（PDCAサイクル）を構築し、適切に運用することによって、一時的な改善に留まることな
く、継続的な改善を進めていきます。

2021年4月10日

勝村　稔

　

　　　　　　　　　　　　

代表取締役

環境経営方針

制定日：
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

	プレミアムキッチン株式会社
代表取締役　勝村　稔

（２） 所在地
本社・関西工場 兵庫県小野市匠台１９番地

中部工場 三重県桑名市陽だまりの丘６丁目１０９番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
統括環境管理責任者 管理部長　 渡辺　壮一郎 TEL：0594－33－4181
環境管理責任者 関西工場長 塩津　晃 TEL：0794－64－9072
環境管理責任者 中部工場長 栗本　雅史 TEL：0594－33－4181

（４） 事業内容

調理パン、惣菜、スイーツ、軽食、サラダ、米飯（おにぎり・弁当・すし）の製造

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 	プレミアムキッチン株式会社
対象事業所： 本社・関西工場

中部工場

対象外： なし

活動： 調理パン、惣菜、スイーツ、軽食、サラダ、米飯（おにぎり・弁当・すし）の製造

□事業や製品（商品）の紹介

188068750

本社・関西工場 中部工場 合計
583 438 1021

16,964

2021年4月10日

10056
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

設備管理課

EA21推進委員会

各課　メンバー

2021年4月10日

環境管理責任者

工場長

統括環境管理責任者

管理部長
工場内部監査チーム

社長

EA21事務局

内部環境監査員

各課　課長

関西工場

会社組織図

関西商品開発課商品部

調理課

（昼・夜）

安全担当

総務課

設備管理課

品質保証課

生産管理課

仕入管理課

デザート製造課

（昼・夜）

チルド製造課

（昼・夜）
製造部

生産管理部

関西工場 中部工場 管理部
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EA21事務局

設備管理課

EA21推進委員会

各課　メンバー

内部環境監査員

各課　課長

環境管理責任者

工場長

中部工場
炊飯・調理課

（昼・夜）

安全担当

総務課

設備管理課

品質保証課

生産管理課

仕入管理課

トッピング

（昼・夜）

製造部

生産管理部

中部商品開発課商品部
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≪役割・責任・権限≫

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認
統括環境管理責任者 ・エコアクション21の要求事項に適合した環境マネジメントシステムを確立、実施、維持、管理

（管理部長） ・EA21統括事務局を任命、事務局責任者として運営

・環境関連文書の承認をする

・関連法規の取りまとめ表の維持管理、順守の徹底
・環境マネジメントシステムの運営状況及び実績に関して、社長に報告
・環境管理責任者の任命

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
（工場長） ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

内部環境監査責任者

・内部環境監査の結果を社長に報告する
・監査終了後、良かった点などの水平展開を支持する

EA21事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

（設備管理課） ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

EA21推進委員会 ・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価
各部署 ・自部署における環境経営方針の周知

・自部署の従業員に対する教育訓練の実施
・自部署に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部署に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部署の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部署の問題点の発見、是正、予防処置の実施
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

・環境マネジメントシステムが適切に実施され、維持されているかを検証するため、内部環境監
査を定期的に実施するよう指示する

8



□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

※二酸化炭素排出係数

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

〇

✕

✕

✕

〇
〇
〇
✕

〇

※原単位評価の分母：百万円（売上高）、kg（製造数量）

97%98%

3,584,142

0.101 0.096

kg-CO2

146,531

3,476,618

90%

基準年度比

159,718

97%

㎥/㎏

0.100

原単位

309,088

0.019

9,373,467 8,902,3728,994,166

136,274kg

80%

2020年 95% 126%

食品再資源化実施率

基準値 2021年 2023年

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

2,279,681

㎥

kg

　再生利用以外の量
　廃棄物処理量

100%

基準年度比

0.833

原単位 ㎥/㎏ 0.099

廃プラの削減

上記二酸化炭素排出量合計

3,548,301 3,751,756

96%

一般廃棄物の削減

9,373,467

　減量量

　再生利用量
　熱回収量

99%

kWh/㎏ 0.858 0.850

2020年 99%

都市ガスによる二酸化
炭素削減

9,179,383 9,085,960

ﾐﾂｳﾛｺｸﾞﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ2019年度実績の調整後排出係数

3,512,459

181,959 158,088

2022年

関西電力2019年度実績の調整後排出係数

中部工場 0.452kg-CO2/kWh

電力による二酸化炭素
削減

127%

kg-CO2

1,350kg　一般廃棄物排出量

9,179,383

0.019

100%
基準年度比 2020年

基準年度比

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

5,269,296
117%

0.102

基準年度比 2020年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

1,320 312,210 327,314

関西工場

487,631
0
0

kg

原単位

98%

化学物質の適正管理

行動目標（次項による）

水道水の削減

食リ法目標

302,844312,210
177 163

㎥

0.019

93%

114%

0.019

ロングセラー商品の開
発

573,290

2020年

kg

146,531 152,150
1,659,240 2,448,010

0

2021年

　発生量
　発生抑制量 04,955,200

食品廃棄物

廃棄物排出量

項　目 2019年 2020年

　産業廃棄物排出量 26,000

2,826,300

100%

2,408,100
0

418,200
0
0

100%

2,767,312

二酸化炭素総排出量 31,000

98%

kg-CO2 5,432,264 5,377,941 5,439,752

0.841

0.318kg-CO2/kWh

水使用量

評
価

基準年度比

99%

5,323,618

152,150

0.97
652,501 561,824

305,966

97%

％

0.775

139,204

2020年 98% 105%

162,978

95% 80%

556,091

97%

0.98

131,878

80%

567,557

156,458

行動目標（次項による）

自主目標食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向上

99% 105%

kg/百万円基準発生原単位

0.018

327,314
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

【全体】

2020年

2021年

取組紹介欄

照明のLED化取組み（継続中）
【関西工場】

2020年

2021年

取組紹介欄

【中部工場】

2020年

2021年

・不要照明の消灯 △

数値目標は達成できなかったが、今年度は、照明器具のLED化を
主に取り組みました。関西工場においてはLED化が完了しました。
中部工場においては、来年度完了を目標に取り組むこととしまし
た。また、初年度ということもあり、全従業員に対しEA21に取り組む
目的、意義の理解、浸透を目標としました。朝礼や既存の各所会
議で実績数値の共有を行いました。来年度は太陽光発電の導入
予定ですが、数値目標を達成できるように、更に具体的な施策を
実施していきます。

・エアー配管等からの漏れ点検 0

1,441,40 1,505,73 1,335,32

1月 2月

593,449

11月

1,198,00

数値目標

9月8月
1,182,37

△

1,071,06 1,054,61
1,253,07

2月 3月

3月1月12月11月10月

1,040,020

・生産工程の待機時間短縮
・仕事の効率化による定時退社の実施

1,000,36

4月
543,317 598,181 663,597 762,215 642,943 557,558 501,061 463,915

384,228

✕

7月 8月

6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

986,464 1,114,40
1,072,58

2月7月
1,022,11 926,689

×

【関西】2020年度比　総量で101%、原単位で91%。今期取り組んだ照明器具のLED化は
完了した。また、従業員の省エネ意識も一部ではある不要照明の消灯などを見ると進
んできている。2022年度は更に全社省エネ活動を進め、省エネ意識を高めていくと共
に、太陽光発電の導入を進めていく。

【中部】2020年度比ではほぼほぼ目標を達成できた。引き続き省エネ診断等
取り入れ改善実施していく。2023年初めには太陽光発電の設置予定ですの
でさらなる使用電力の削減につなげる。

○

432,520 397,592 464,498
415,823

1,228,02 1,366,60

・空調温度の適正化（事務所等：冷房２８℃　暖房２０℃）

1,599,03 1,360,30
5月4月

・照明のLED化 △

5月

462,278

1,084,87
1,030,550

1,103,81 1,013,26 920,657

12月10月

4月 5月 6月

1月

589,591 529,097

462,326

11月

523,951 575,160

476,411 528,658

604,553
524,138

577,742

12月9月 10月

9月6月

571,090 629,839 703,008 836,818 717,358 624,813 570,000 590,700
587,731 615,698

710,326 746,675 655,170 597,521 497,144 456,889

7月 8月

731,078 759,062 680,155 655,555

3月

597,439 536,429
566,052

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

電力（kWh） 202…【全体】

0

500,000

1,000,000

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

電力（kWh） 2020年 2021年【関西工場】

0

500,000

1,000,000

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

電力（kWh） 2020年 2021年【中部工場】
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都市ガスによる二酸化炭素削減

【全体】

2020年

2021年

取組紹介欄

蒸気バルブ等へのエコジャケット装着（継続中）
【関西工場】

2020年

2021年

取組紹介欄

【中部工場】

2020年

2021年

数値目標は達成できませんでした。蒸気配管系統のバルブ等にエ
コジャケット装着を進めてきましたが、まだ未装着のところもありま
すので、数値目標達成のために先ずは全箇所装着を目標に取り
組みます。

150,391 150,391

1月 2月 3月

数値目標

68,765 66,681 71,059

137,928

・ボイラ・加熱炉の空気比適正化

54,522

122,301

5月

123,830
130,821 136,292 157,861

57,425 64,174

153,885
4月 5月 6月 7月

・温冷水温度の適正化 △

11月

1月

7月 8月

8月
133,751

132,838

68,216

157,397 153,004 182,087

53,951 56,518 63,575

69,080 72,222

5月 6月

63,758 63,528

4月
80,503 74,421

104,793

121,117
3月

75,625

61,021 64,140
54,085 58,126 58,246

86,217

12月

70,140

6月 7月 8月 3月
101,969 80,090 83,088

89,086 87,42184,946

154,127

9月

10月 11月

133,098 133,863

・

✕ 【関西】2020年度比　総量で111%、原単位で昨比101%。昨年に比べ加熱商品が増え、蒸気使用量の増加で蒸気
ボイラーでのガス使用量が増えた。総量、原単位ともに目標を達成できなかった。取組みとしては、熱の放熱ロ
ス防止を目的に蒸気バルブ、減圧弁等の保温を進めた。2022年度は、蒸気トラップや排熱の回収、冷温水温度
の適正化といったところに着目して省エネ活動に取り組んでいく。

【中部】2020年度比　総量で99.8.%、原単位で昨比89%。昨年に生産性の高い冷凍食品が増え効率はよくなってい
る。また、ボイラーも1台増設し台数制御機能を使用したことによる効率アップした。

4月

12月 1月 2月

135,750 129,786

△
○

・蒸気・冷温水配管の保温強化

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

65,233 62,958 65,469

132,667

67,166

74,097 68,058 77,294 65,041 70,440
68,069 61,881 70,797

9月 10月 11月 12月

130,871

69,308 77,000

9月

74,353
68,394 83,300

10月
170,038 141,971

2月

0

50,000

100,000

150,000

都市ガス（㎥）
2020年 2021年

0

50,000

100,000

150,000

200,000

都市ガス（㎥）
2020年 2021年

【中部工場】

【関西工場】

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
都市ガス（㎥）

2020年 2021年

【全体】
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2020年

2021年

2020年

2021年

2021年度は2020年度比102%となりました。コロナ禍で3密回避のた
め社用車での移動が多くなりました。

従業員送迎バスで軽油を使用しています。コロナ禍で3密を避ける
ため、増便を行ったこともあり、使用量が増えています。

483 613 491

4,382

4月
5,035

4月 5月

4,201 4,379
5,202

【中部】コロナの影響で送迎バス内での3密のリスク回避のため増便を
実施(3台→4台）

2月

・アイドリングストップ ○
・効率的なルートでの送迎 ○

【関西】コロナの影響もあり、昨年に比べ社用車での移動が多くなって
います。

11月 12月

502

8月6月 7月5月

・ご指摘削減（ご指摘対応数削減） △

600 633

数値目標 ✕

560 344
439 526432

8,401 7,322
5,016 5,165 5,492

5,2185,004 5,429
5,102

5,148

381571611380 539

4,251 4,391
1月

420 555 485 565
3月

2月

1月

330

3月
4,389

5,402

555

4,353

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
372 369

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

4,706 4,841
9月 10月

5,2675,031

0

5,000

10,000

軽油（L）
2020年 2021年

0

500

1,000

ガソリン（L)
2020年 2021年

【全体】

【全体】
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一般廃棄物の削減

【全体】

2020年

2021年

取組紹介欄

紙ごみの多くは重要書類となっており、そのため処理業者で
焼却処分しています。
一部の紙ごみは分別しリサイクルしています。
また、日報類のペーパーレス化にも取り組んでいます。

【関西工場】

2020年

2021年

取組紹介欄

【中部工場】

2020年

2021年

1月

0 0
0

5月 6月 7月 8月 9月

12,261

10月 11月

00
0 0 0 0

13,050 11,126 11,294 10,069 11,003

△
・帳票見直しによる印刷物の削減 △

13,276 10,947

12,415

・コピー用紙の削減

12,099
4月 5月

12,11410,947

4月

4月

9,790 12,800 13,20012,652 12,214

0

6月 7月 8月
13,276

9,79012,415

3月

12,114
13,050 11,126 11,294 10,069

6月

11,003
12,87512,099

5月

・分別の徹底 △
・シュレッダー廃紙のリサイクル化

7月 8月

達成状況

数値目標 ✕
取組結果とその評価、次年度の取組計画

11月

12,652 12,214 12,149 12,800
10,710
13,200

3月

0

1月

【関西】紙くずについて、機密文書が多く、焼却処分しているが、9月より、数量
は少ないが、再生利用に取り組んでいる。2022年度は再生利用の割合を高
めるべく、分別に取り組む。また、カミナシにも取り組んでいる。

【中部】目標に対して、104％で未達だが、期末の2月より目標数値達成し、改
善傾向。日報類の再生紙活用、カミナシの活用、会議体での資料配布→プロ
ジェクター利用によるコピー用紙使用量の削減に取り組んでいく。

2月

13,760

0
0

0 0 0
0

0
2月

0
0 0

1月

21,719 12,261 13,960

2021年度は紙くずの削減に取り組みました。両工場でカミナシの導
入を進めています。裏紙の使用徹底、会議資料のプロジェクター化
に取り組んでいます。廃棄については、分別し再生利用に取り組
んでいます。2022年度も引き続き、紙くずの削減として、カミナシの
活用、資料のデジタル化、分別再生利用に取り組みます。

12月

11,967 11,231

9月

12月

0

10,71011,23113,760 21,719 13,960

2月
12,875
9月

0
0

△

11,967
12,149

10月

11月10月

3月12月

0

10,000

20,000

30,000
一般廃棄物（kg）

2020年 2021年

【全体】

0

10,000

20,000

30,000

一般廃棄物（kg）
2020年 2021年

0

10,000

20,000

30,000

一般廃棄物（kg）
2020年 2021年

【関西工場】

【中部工場】

2022年度より計量予定。

2022年度より計量予定。
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廃プラの削減

【全体】

2020年

2021年

取組紹介欄

【関西工場】

2020年

2021年

取組紹介欄

【中部工場】

2020年

2021年

3月

32,940
33,580 35,040

37,560

19,280 20,700 19,690

6月 7月5月 8月 9月

49,910 52,040 56,680 57,560

31,110 28,320 33,510

58,781

34,470

44,620 44,020 46,650 48,220 46,940

5月
28,350

37,820 34,620

52,150

4月
29,240

56,900 58,840

15,330

8月6月

35,400 40,570
31,710 34,630

17,680

10月 11月
13,59016,270

4月

・再資源化先の開拓 ×

33,730 38,860

16,180 16,640 18,700 19,410

5月

17,490

9月

16,110

数値目標
・包材発注量の精度アップ
・包装不良の削減

14,780 14,940

4月

達成状況

10月

1月 2月

51,340

製造数量の伸長とともに廃プラも増加しました。廃プラの内容分析を
行いました。2022年度に向け、削減に繋がる取り組みができればと考
えています。廃プラは残渣の付着もあり洗浄することで排出量の削減
や燃料としてリサイクル化の可能性もありますので、2022年度のテー
マとして取り組む予定です。

12月

21,221
15,490

52,700

17,520 17,760 15,730 16,120

11月
45,810

52,630

取組結果とその評価、次年度の取組計画

47,560

3月
13,920

31,190

【関西】製造数量が昨比110%と増加したこともあり、廃プラも110%と増加し、目標未達と
なった。廃プラの分析も行ったが改善には結びついていない。2022年度は、廃プラの
洗浄による重量削減を目標に洗浄機の導入を検討、計画する。

【中部】2020年度比総量120%、製造数量は112%伸長。製造数量増以上に廃プラを排出しているた
め今後は包装フィルムのロス削減や衛生シートのサイズ変更による使用量削減に取り組む必要
有。

21,020 23,080

2月

8月

△

37,490

10月 11月 12月 1月

28,140

47,43047,23050,770

31,610 32,070
9月

12月

50,470 48,84057,700

△
△

3月6月 7月

・分別の徹底

7月

1月

✕

2月

35,180

0

10,000

20,000

30,000
産業廃棄物（廃プラ）（kg）

2020年 2021年

【中部工場】

0

20,000

40,000

60,000
産業廃棄物（廃プラ）（kg）

2020年 2021年

【関西工場】

0

20,000

40,000

60,000

80,000

産業廃棄物（廃プラ）（kg）

2020年 2021年

【全体】
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【全体】

2021年

取組紹介欄

【関西工場】

2021年

取組紹介欄

【中部工場】

2021年

245,387
9月

197,370 218,160 188,617 184,370

12月 1月
262,837 245,299 236,320

51,950

2月

再生利用率（食品リサイクル率）は100%を維持することができまし
た。また、単位当たりの発生量も国が定めた目標値をクリアするこ
とができました。2022年度は再生利用率100%、単位当たりの発生
量目標値を達成すべく発生量の抑制に取り組みます。

3月

【関西】食品リサイクル率は100%となった。また、単位当たりの発生目標値も
基準値をクリアすることができた。2022年度は、加工ロスの削減活動、パンス
ライス歩留まりの良い機械の検討、導入を進め、食品廃棄物の発生抑制に努
める。

達成状況

48,017 44,677 56,682

8月

2月 3月

3月

242,842

11月 12月

184,614

55,11240,019 37,751

1月 2月

1月10月6月 7月 8月 9月

170,143 174,810 201,533 199,890

49,010 40,462

224,363

52,943

8月

0

5月

171,420
5月 6月

0

7月

6月 7月

・在庫管理の強化による不良在庫削減
○

・再資源化先の開拓 ×
△

248,760 239,276

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

・分別の徹底
○

数値目標

39,38647,227

・原材料発注量の精度アップ

【中部】食品リサイクル率は100％を維持できた。また、食品廃棄物の売上当
りの発生量も基準値をクリアできた。2022年度は、製造工程における加工ロ
ス削減に着目して取り組みを実施していく。

10月 11月 12月

203,189

〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月

9月
163,170 146,863 187,730

4月

4月

219,153 215,272
11月

4月 5月

0

20,000

40,000

60,000

80,000
食品廃棄物の発生量（kg）

2021年

【中部工場】

0

100,000

200,000

300,000

食品廃棄物の発生量（kg）
2021年

【関西工場】

0

100,000

200,000

300,000

食品廃棄物の発生量（kg）

2021年

【全体】

15



水道水の削減

【全体】

2020年

2021年

取組紹介欄

・水道蛇口に節水ゴマを取り付けました。

【関西工場】

2020年

2021年

取組紹介欄

【中部工場】

2020年

2021年

27,261

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月
24,844
3月

12,368 12,223 13,076 12,626 12,209
12,234 13,587

27,794 29,625 27,959

13,606
12,061 11,737 11,236 12,243

13,572 13,616

13,895 12,418

12,311

・番重洗浄機のボールタップを最適な位置に調整し、過剰な洗剤や
水の使用がないように取り組みました。

1月 2月 3月9月 10月 11月 12月
13,737 13,701 16,014 14,594 12,933 11,385 12,989

7月

16,038

4月 5月 6月
14,317

13,95614,140

12,718 10,174 11,855
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

28,725

【関西】洗浄機のメンテナンスや水道蛇口に節水ゴマの取付け等に取り組んできましたが、製造数
量の増加もあり、使用量削減の目標を達成することはできませんでした。2022年度は、ポスター掲
示による節水意識の向上や機械の洗浄方法に着目した取り組みを進めていきたいと思います。

【中部】2020年度比総量106.3%、製造数量は112%伸長。数量増より原単位で
は抑えられていますが、まだまだ現場では無駄な水の使用があるので改善し
ていく。(炊飯の洗米工程等）

・番重洗浄機点検 △

6月

11,698 11,702

16,575 15,412 15,560
15,038 16,116 14,033

11,409 11,763

14,000

2021年度は両工場ともに製造数量が伸長したこともあり、水の使用量
も増加しました。水道蛇口に節水ゴマの取付けや、番重洗浄機のメン
テナンスにより無駄な水の削減に取り組みました。2022年度は、機械
の洗浄方法や洗米工程に着目して削減の取り組みを進めたいと思い
ます。

4月 5月

×

24,937
6月4月 7月

12,827

9月
21,55929,192 26,803 25,651

27,467
26,659

26,034

10月 11月 12月 1月

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
・洗浄時の流しっぱなしをしない

26,68524,888 25,474

×

27,562

✕

14,54913,286 13,852

13,959 14,176

24,984

・ホースガンの取付け △

28,257
8月

数値目標
達成状況

25,554 25,549 28,338 27,723

5月

8月

0

5,000

10,000

15,000

20,000 水道水（㎥）
2020年 2021年

【中部工場】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000 水道水（㎥）
2020年 2021年

【関西工場】

0

20,000

40,000

水道水（㎥）
2020年 2021年

【全体】
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化学物質の適正管理

ロングセラー商品の開発

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組
・技術の継承
・多能化訓練の推進
・従業員定着率向上策の推進

・BCPの策定
・環境経営レポートによる企業価値向上

【中部】コンベアの洗浄に使用する洗剤をアルコールに変更したり、使用量の削減に努めた

【関西】長鮮度のサラダに取り組んでいます。蓋の部分に密着性を持たせることにより
鮮度を保持するとともに、容器包装のプラスチック削減にもつながっています。長鮮度
商品の開発と容器包装プラスチックの削減に引き続き取り組んでいきます。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

【中部】長鮮度化の流れに乗り常温のチャーハンからチルドチャーハンにシフトし、売上が好調を
維持。冷凍食品の牛塩ホルモンも原価高騰続いているが、セブンイレブンの開発表彰も受賞し
た。

【関西】今期は適正な使用量を厳守すべく、洗浄機の点検を重点的に取り組みました。来期も適
正使用に取り組むと共に、広く情報収集し、代替品の検討、切り替えを進めていきます。

・従業員教育

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・環境に配慮した包材の検討

○
×

【関西】今年度は特定技能実習生の採用に積極的に取り組みました。2022年
度は彼ら彼女たちの作業習熟度も上がり生産性向上につながってくると思い
ます。省エネ、節水、廃棄物分別の取り組みも充実させて行きます。

【中部】昨期より特定技能の採用数を増やし、生産性の向上につなげてきました。コロ
ナの影響で完全に補充できていませんが引き続き採用し良品製造へつなげていく。ま
た、来期上期にＬＥＤへの交換(全部）、太陽光発電の設置でCO2削減に貢献する。

△
・顧客クレーム削減 △
0 0

・代替物質の情報収集、検討 ×

達成状況

△
・有害性物質の表示の徹底 ○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・日持ちする商品の開発 △

中部工場においては、コンベア洗浄に使用する洗剤をアルコールに変更し、化学物質の削減を図りました。関西
工場においては、洗剤の過剰使用はないかということに着目し、番重洗浄機のメンテナンスを行いました。また、
外部機関の監査を受け、劇物の適正管理についてアドバイスをもらいました。2022年度は、化学物質について情
報収集し、代替品への切り替えを進めると共に適正管理に努めます。

技能実習生の採用に積極的に取り組みました。作業の習熟度も上がってきており、生産性向上にもつながってく
ると思います。また、省エネ、節水、廃棄物分別管理などに関する掲示や教育訓練を行い、周知を図っていきま
す。

・リスクアセスメントの実施

△

△
△
△

関西工場
長鮮度サラダ
・蓋に密閉性を持たせることにより
鮮度を保持する。
・蓋のプラスチック量を削減。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

該当なし

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、両工場とも環境関連法規制等は遵守されていました。
食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。
なお、違反、訴訟等も過去3年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練
　　◇本社・関西工場

緊急事態の想定： 火災の発生 緊急事態の想定： 消火器取扱い訓練
■実施日： ■実施日：

■参加者： 従業員 ■参加者： 従業員・研修生

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練 ■実施内容： □通報訓練　☑消火訓練　□避難訓練

■評価：手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし ■評価：手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

　　◇中部工場
緊急事態の想定： 火災の発生 緊急事態の想定：
■実施日： ■実施日：

■参加者： 従業員 ■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練 ■実施内容： □通報訓練　□漏洩油回収訓練

■評価：手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし ■評価：手順書の変更の必要性 □ あり □ なし

■実施状況の様子

2022/2/7 2021/9/27

特に無し

下水道法

食品廃棄物
一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）

省エネ法 特定事業所

危険物の保管
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

煮湯設備、洗浄設備、厨房設備

浄化槽法

食品リサイクル法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

容器包装リサイクル法

空気圧縮機

容器包装

除害施設

2022/2/8

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制
廃棄物処理法

消防法（危険物）
フロン排出抑制法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

2022年4月15日

SDGsや地球温暖化対策に、効率よく効果的に継続して取り組むための手法として、EA21
の認証取得を目指しました。
4月に運用を開始し、試行錯誤しながら取り組みを進めてきました。関西工場においては照
明のLED化が完了し、また、関西、中部両工場において太陽光発電設備の導入に向けての
検討を始めました。一方、従業員への浸透活動といったところでは、十分ではなくこれから
の課題となりました。安全・安心な製品の作り方、廃棄ロス削減、省エネ、節水などの課題
を生産活動に結びつけながら具体的な取り組みとして、従業員に説明することにより、浸透
を図ります。従業員一人ひとりの意識が変わり、行動が変わることにより、常に時代に合わ
せ変化していける企業でありたいと思っています。
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